

























  Japanische Übersetzung und realgeschichtliche und ideengeschichtliche Kommentare zu 
Hegels Fragmenten einer Kritik der Verfassung Deutschlands (Fortsetzung): Die Übersetzung 
besteht aus zwei Teilen. Der erste Teil bezieht sich auf eine verfassungsgeschichtliche 
Darstellung der zerrissenen politischen Wirklichkeit Deutschlands besonders seit den 
Westfällischen Frieden. Hier macht Hegel sich auf die Tatsache aufmerksam, daß das System 
der Repräsentation, das aus den germanischen Wäldern stammen soll, in Deutschland selbst 
nicht seine vereinigende Funktion erfüllen konnte. Im zweiten Teil wird im Kontrast zur Kritik 
durch Friedrich den Großen eine große Wichtigkeit vom Gedanken Machiavellis erwähnt, der 





















































































非難する。一方の国家 Aのもつ権利が，国家 Aに帰属する権利 aに就いて，国家 Bによって侵
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ことか，即ち，如何程に数限りない権利が，充足されることなく，沈黙している



































































































































どころか〕寧ろ，〔独立を護るための〕彼等の同盟 22） は粉砕されてしまった 23）。彼等自身及び彼
等の領邦は，自力で抵抗する機会もないまま，フェルディナント〔二世〕による政治的及び宗教
的専制の手中に陥った。グスタフ・アドルフの進軍自身は，彼個人という観点からではな



























































の自由（die Freyheit der Lehensverfassung）を通じて，法律に則り自由により規定されながら
総ての力を集中させている中心点 ― それは，本来的な意味での君主制（monarchisch ［e］）形

















































の群 44） ― 彼等は，雇主にとっては常に費用が嵩み，荒廃を招き，往々にして怖ろしく危険です
















































































































































（Johannes von Müller）著『諸侯同盟の叙述（Darstellung des Fürstenbundes）』改訂第二版，ラ
イプツィヒ，1788年である。頁を指示してヘーゲルが茲で参照を求めている箇所は，同所に於け
る von Müllerによる説明の理解を助けるための内容的補足を必要とする。当該箇所で問題とされ


































Tacitus, Agricola Germania, Sammlung Tusculum, 2. Auflage, 2001, S. 94  : „principes pro victoria 
pugnant, comites pro principe.“ 泉井久之助訳『ゲルマーニア』岩波文庫，1979年，78頁「まこと
に長老は〔部族の〕勝利のために戦い，扈従は長老のために戦う。」（括弧内は引用者による。）
20） ヴェストファーレン条約が想定されているであろう。Vgl. Quellen zum Verfassungsorganis- mus 




23） 1620年の「白山の戦い（Schlacht am Weißen Berg）」での大敗を指す。
24） 国家の独立を確立する目的に貢献する活動と看做し得るという意味。具体的にはバルト帝国の独
立と繁栄が想定されているであろう。

























18世紀中葉及び後半を指し，丁度，ヴォルテールの『寛容論（Traité sur la Tolérance）』（1763）
が出版された時期に対応する。換言すれば，啓蒙主義の時代に対応する。
35） 啓蒙主義に於いては理性とほぼ同義である。


























45） Condottiereと称される傭兵隊長の中には，ミラノ公となった Francesco Sforza，ヴェネツィア陸
軍総司令官となった Gattamelata，ウルビーノ公爵となった Federico da Monfeltro他，栄達を遂
げた傭兵隊長が多数存在した。
46） ニッコロ・マキァヴェッリ（Niccolò Machiavelli）を指す。
47） 『君主論（Il Principe）』（1532）は，Lorenzo di Piero de’ Mediciに献呈された。
48） 【全集版編集者註】「ヘーゲルは茲で，一方では〔過去を〕解釈しつつ他方では〔将来を〕予示し
つつ，文献一覧を通して茲で挿入した『君主論』からの比較的長いテキスト抜粋への参照を求め
































































54） 註 47にある通り，Lorenzo di Piero de’ Mediciを指す。
55） 『反マキァヴェッリ論（L’Antimachiavel, ou examen du prince de Machiavel）』（1740）を著したフ
リードリヒ大王，即ち第 3代プロイセン王フリードリヒ 2世を指す。
56） Marcus Porcius Cato Uticensis，通称 Cato Minor。ローマ内戦で政敵カエサルに敗れて自死した
が，共和政ローマ末期に清廉潔白の執政官として高い評価を得た。




58） 元老院派を指す。小カトが自死したのは，紀元前 46年。ポンペイウスは，紀元前 48年にエジプ
トで殺害された。
59） 紀元前 49年から 45年にかけてのローマ内戦に於ける元老院派とカエサル派との争いが念頭に置
かれている。







64） 本名 Giuliano della Rovere。教皇シクストゥス 4世の甥。アレクサンドル 6世のライバルであっ
たが，同 6世の後を継いだピウス 3世の急逝後に，教皇の地位に就いた。教皇としては，神聖同
盟等，外国勢力の援助をも得ながら，教皇領の勢力地盤の強化に貢献した。
65） 教皇領が最終的に消滅するのは，イタリア統一が完成する 1871年 5月のこと。










71） 【全集版編集者註】「ヘーゲルが言及しているのは，Geschichte meiner Zeitと題された，プロイ
セン国王フリードリヒ 2世の著作である。Hinterlassene Werke Friedrich II. Königs von Preussen. 











いて，次の様に書いている。「国家の利害（Das Beste des Staats）は，君主が従うべき規則であ
る。〔君主が〕同盟を破棄し得る場合は，次の様な場合である。①同盟締結者がその義務を果た
さない場合。②同盟締結者が我々を欺こうとしており，且つ，同盟締結者を出し抜くより他に，
如何なる逃げ道も我々に残されていない場合。③〔我々よりも〕強力な勢力が，我々を圧迫して，
我々が締結した同盟を破棄するように我々に強制する場合。④戦争をこれ以上長く継続すること
が我々には不可能となる場合。一旦そういう事態に至れば，不幸の貨幣（das unglückliche 
Geld）があらゆる事に影響を及ぼすことは運命となる。即ち，君主は自分の手段の奴隷となり，
国家の福利は君主が従うべき法律それも不変の法律となる。もし君主には，自分の臣下のために
自分個人ですら犠牲にすることが義務として課せられているとすれば，君主は，自分の臣下のた
めに，持続すれば臣下に害を及ぼしかねない取引を，犠牲にするのでなければならない。そのよ
うにして契約が破棄された事例は遍く見られる。私は，そうした事例の全てが正当であると看做
そうとは思わない。然し，私は以下の様に主張する。即ち，国を没落から救うために〔契約破
棄〕以外の手段が君主には残されていない時には，君主が，国（Land）の困窮或は国についての
熟慮或は国の福利の故に，そうした契約の破棄を強いられる場合が存在する，と。（上掲書，10
頁以下）」

